
◯
総
工
費
11
億
円
の
下
之
割
こ

線
橋
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

現
状
の
費
用
対
効
果
は
。

市
長
時
間
帯
に
よ
っ
て

利
用
者
が
多
い
の
な
ら
無
駄
で

は
な
い
。
ま
た
、
費
用
は
適
正

と
考
え
る
。

年
間
維
持
経
費
は
。

建
設
部
長
14
基
分
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
気
料
が
約
４
万
円
。
リ

ー
ス
料
が
17
万
５
千
円
。
そ
の

他
と
し
て
５
年
に
１
回
の
橋
梁

点
検
費
用
と
し
て
約
６
０
０
万

円
。

昼
間
の
通
行
量
は
極
め
て

少
な
い
が
、
接
続
道
路
の
改
良

で
活
用
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

何
か
対
応
策
を
講
じ
て
有

効
利
用
す
る
計
画
は
な
い
。

近
鉄
線
の
地
下
道
の
建
設

経
緯
は
。

「
新
た
に
踏
切
を
設
け
、

平
面
交
差
で
側
道
を
建
設
し
て

ほ
し
い
」
と
地
元
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
が
、
鉄
道
事
業
者
と
の

協
議
で
断
念
。
結
果
、
自
転

車
、
歩
行
者
が
通
行
で
き
る
地

下
道
が
建
設
さ
れ
た
。

水
路
と
は
「
河
川
法
の
適

用
又
は
準
用
を
受
け
な
い
水
系

の
う
ち
市
長
が
指
定
し
た
も

の
」
以
外
の
水
路
及
び
溝
き

ょ
。堤

塘
と
は
河
川
又
は
水
路
を

伴
わ
な
い
堤
防
。

過
料
は
い
か
な
る
場
合
に

課
す
の
か
。

公
共
用
物
管
理
条
例
第
19

条
に
よ
る
該
当
者
は
こ
れ
ま
で

に
い
な
い
。

※

弥
富
市
公
共
用
物
管
理
条
例

（
過
料
）

第
19
条 

詐
欺
そ
の
他
不
正
の

行
為
に
よ
り
使
用
料
の
徴
収
を

免
れ
た
者
は
、
そ
の
徴
収
を
免

れ
た
金
額
の
５
倍
に
相
当
す
る

金
額
（
当
該
５
倍
に
相
当
す
る

金
額
が
５
万
円
を
超
え
な
い
と

き
は
、
５
万
円
と
す
る
。
）
以

下
の
過
料
に
処
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
県
道
弥
富

名
古
屋
線
の
開
通
後
の
対
応
は

弥
富
市
公
共
用
物
管
理
条

例
に
該
当
す
る
不
法
占
拠
者
へ

の
対
応
は
、
改
善
さ
れ
た
の

か
。

建
設
部
長
弥
富
市
公
共

用
物
管
理
条
例
や
各
種
法
令
に

基
づ
い
て
管
理
。

過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

改
善
策
は
。

物
件
調
査
調
書
等
を
作
成

し
、
人
事
異
動
が
あ
っ
て
も
事

務
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
対

応
。

条
例
の
解
釈
の
説
明
を
求

め
る
。
水
路
と
は
。
堤
塘
と

は
。

問
答

公共用物管理
条例の運用は

適正に管理

生活用道路として建設された答
下之割こ線橋は無駄では

加藤 明由 議員
無会派

問
※

▲下之割こ線橋
▼国道155号下、近鉄線地下道

問問 答

問問 答答

問問問 答

問 答答

答

答

て
い
と
う

令
和
２
年
度
決
算

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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